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庁連携案件作成後に基礎案件としてファミリ構築のために作成された仮想案件の確認と

出願案件への変更手順をご説明します
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出願案件の優先日等を正しく計算するため、国内優先の基礎出願や親PCT出願を、庁データに含まれる出願日、出願番号の限ら

れた情報から作成される案件です。例）みなし取り下げとなっている未公開案件や日本特許庁にデータがない親PCTなど

出願案件と異なり、出願人や発明者、発明の名称等を入力するテーブルは無く、基本的に期限管理は行いません。

仮想案件とは？

■庁連携案件作成＞基礎データ＝仮想案件 ■庁連携で作成される仮想案件は4種類 ■仮想案件を基礎としたファミリ

※

※分割変更の元出願が案件書誌マスタの候

補に挙がった際は要注意

そのまま登録せず、出願番号から特許庁

データ表示で案件作成できないか確認する
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仮想案件は案件検索ページでは検索結果に表示されません。専用の仮想案件検索ページから検索します。
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庁連携で作成された仮想案件は、本来ファミリ案件が存在するはずですが、操作手順等によりファミリの無い単独の仮想案件と

なっている場合があります。ファミリとの紐づけや、出願案件への書誌変更または再作成が必要になります。

■仮想案件検索＞リスト追加で「案件書誌：ファミリー案件」を追加

※ファミリの無い仮想案件はファミリ案件(ID)が空欄

の仮想案件の内容を確認しましょう

庁連携の案件作成モードで案件書誌マス
タ追加をした後、案件作成せずに作業を
止めてしまった場合等に、仮想案件が単
独とります
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出願書誌の編集

案件書誌の変更

基本書誌の編集

キュー処理

出願手続の編集

最先の仮想案件から順に出願案件に変更します 仮想案件を出願案件に変更する基本手順

仮想案件→出願に変更

ルート、出願種別を登録

テーブル更新キュー登録

アクション作成キューは削除

発明者、出願人などを登録

タイトルなどを登録

仮想案件「国内優先権主張の基礎出願」を出願案件に

変更する手順の詳細を次ページよりご案内します

PCT展開のJP案件を作成した際にできた仮想案件の出願案件への変更手順をご案内します
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■仮想案件ページ＞データ＞サマリの「案件書誌」で「編集」をクリック

■案件種別を「仮想案件」から「出願」に変更（社内整理番号も適宜変更）

※仮想案件「国内優先権主張の基礎出願」を特許の出願案件(純国＞通常出願)に変更する方法



Confidential root ip Inc. All Rights Reserved7

■案件書誌を「出願」にしたことで「テーブル更新キュー」が表示。キュー処理実行＞登録します

■案件書誌を「出願」にしたことで「アクション作成キュー」が表示。キュー処理実行＞登録/削除します

※アクションの内容、法定期限を確認し、不要なものは削除します

※仮想案件「国内優先権主張の基礎出願」を特許の出願案件(純国＞通常出願)に変更する方法
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案件種別を「仮想案件」から「出願」に変更すると、仮想案件にはなかった出願手続テーブル等が表示されます

サマリに出願手続テーブルが表示されていない

場合はブラウザの「再読込」をしてください

仮想案件日付、仮想案件番号が、出願手続テー

ブルの出願日、出願番号に入ります

※仮想案件「国内優先権主張の基礎出願」を特許の出願案件(純国＞通常出願)に変更する方法
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※仮想案件「国内優先権主張の基礎出願」を特許の出願案件(純国＞通常出願)に変更する方法

■案件ページ＞データ＞出願タブ「出願書誌」テーブルを編集し、ルートを「純国」にして更新

■再度「出願書誌」テーブルを編集し、出願種別を「通常出願」にして更新
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案件種別を「仮想案件」から「出願」に変更した後、出願手続テーブルの「タイトル」や基本書誌タブの「出願人」「発明者」

「担当者」を適宜編集してください。この出願を基礎案件として、パリ優先の案件等を作成すると、「タイトル」「出願人」

「発明者」「担当者」等の基本書誌を引き継げます。

※仮想案件「国内優先権主張の基礎出願」を特許の出願案件(純国＞通常出願)に変更する方法

仮想案件に出願人や発明者テーブルは無く、出

願案件に変更した時点では空欄となっています

庁連携で作成した子出願の出願人や発明者マス

タが選択可能です

※お手元に管理データや庁書類があればデータ更新に活用いただけます
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続いて仮想案件「親PCT」を出願案件に変更 パリ優先のある仮想案件を出願案件に変更する手順

出願書誌の編集

案件書誌の変更

基本書誌の編集

出願手続の編集

仮想案件→出願に変更

ルート、出願種別を登録

発明者、出願人などを登録

タイトル、国際出願日、国

際出願番号などを登録

パリ優先の編集 パリ優先を登録

※仮想案件「親PCT出願」を出願案件(内外＞PCT出願)に変更する方法

キュー処理 アクション作成キューは削除
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■仮想案件ページ＞データ＞サマリの「案件書誌」で「編集」をクリック

※仮想案件「親PCT出願」を出願案件(内外＞PCT出願)に変更する方法

■案件種別を「仮想案件」から「出願」に変更（社内整理番号も適宜変更）
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※仮想案件「親PCT出願」を出願案件(内外＞PCT出願)に変更する方法

仮想案件日付、仮想案件番号が、出願手続テーブルの出願日、出願番号に入ります
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※仮想案件「親PCT出願」を出願案件(内外＞PCT出願)に変更する方法

■案件ページ＞データ＞出願タブ「出願書誌」テーブルを編集し、ルートを「PCT」にして更新

■再度「出願書誌」テーブルを編集し、出願種別を「PCT出願」にして更新
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※仮想案件「親PCT出願」を出願案件(内外＞PCT出願)に変更する方法

■案件ページ＞データ＞出願タブ「パリ優先」テーブルを編集し、親案件を入力して更新
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※仮想案件「親PCT出願」を出願案件(内外＞PCT出願)に変更する方法

■パリ優先に親案件を登録したことで「アクション作成キュー」が表示。キュー処理実行＞登録/削除します
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※仮想案件「親PCT出願」を出願案件(内外＞PCT出願)に変更する方法

出願手続テーブルの出願日⇒国際出願日、出願番号⇒国際出願番号にデータをコピペ

仮想案件「親PCT出願」を出願案件「PCT出願」に変更した場合、案件書誌を変更しただけでは「国際出願日」「国際出願番

号」は空欄です。PCT展開案件を作成する前に、出願手続、基本書誌（出願人・発明者等）を更新するのがおすすめです。
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おすすめマニュアル

国内優先の基礎出願、親PCT出願の出願案件への変更が完了したら、パリ優先やPCT展開の各国案件を作成し、ファミリを構築

していきます。また、ファミリ構築が完了したら、みなし取り下げとなっている基礎出願や、国内移行が完了したPCT出願は

「最終処分」を登録するのがおすすめです。

PCT展開案件を作成する（国内移行段階）

【最終処分】案件の管理を終了する

https://manual-corp.rootip-enterprise.net/?page_id=291
https://manual-corp.rootip-enterprise.net/?page_id=492
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